
<図表> 内容：

曲面の微分幾何学は，現代微分幾何学の根幹をなす，長い
歴史を持つ重要な研究分野である．近年，コンピュータサイ
エンスや関連諸分野の発展とともに，従来の微分幾何学を
離散的な土台のもとで再整備・再構築する研究が活発に行
われている．

私は曲面と離散曲面の微分幾何の研究に取り組んでいる．
微分幾何学の研究では，曲線や曲面などのある幾何的対象
の曲がり具合を記述する「曲率」の概念が存在する．特定の
曲率条件のもとでの微分幾何学の研究は，様々な数学研究
が交錯し実に興味深い．

最近の研究では，3次元ユークリッド空間内の離散極小曲面
（平均曲率が恒等的に零となる離散曲面）をはじめとする多く
の離散曲面に対する構成法を，4次元ミンコフスキー空間内
の離散曲面を展開することにより導出することに成功した．
これにより，従来の離散曲面の構成法を統一的に導出する
だけでなく，新たな離散曲面を構成することにも成功した．
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さまざまな曲面・離散曲面を構成出来る
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